
これより、当社の経営方針をご説明いたします。

私たちソフトバンク・テクノロジーが大きな成長を遂げていくために、

これからどのように事業を推し進めていくのかをご紹介してまいります。
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2011年６月、私は代表取締役社長に就任した直後、

経営方針説明会を開催させて頂きました。

その際に、私から株主の皆様にお約束したことがございました。
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私たちソフトバンク・テクノロジーは、必ずや大きな成長を成し遂げ、

日本有数のICTサービス事業者になっていく、というお約束を致しました。



私たちソフトバンク・テクノロジーが軸足を置く情報サービス産業を取り巻く環境は、
顧客企業の海外展開に伴うグローバル対応ニーズ、クラウドコンピューティングの急速
な普及、更には、マイナンバー制度やパーソナルデータの利活用検討の開始など、加速
度的に変化してきております。

このような中、私たちソフトバンク・テクノロジーは、M&Aによって新たに子会社

となったフォントワークス、環をはじめ当社グループ各社の経営資源を結集するととも
に、顧客ニーズの高い成長分野に向けて経営資源を積極投入してまいります。

また、最先端の情報技術の習得、先見的なソリューション開発を積極的に推進するこ
とで業界における差別化と競争優位性を確保し、持続的な事業成長を図ってまいります。

当社では、下記の５点を対処すべき課題としています。

a. SBグループ各社との連携

b. マイクロソフトソリューションの推進

c. 新たな事業基盤の立ち上げ

d. EC-BPOビジネスの事業環境変化への対処

e. 強固な収益基盤の確立
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私たちソフトバンク・テクノロジーは、1990年代に行ったソフトバンク各事業体の分
社化に伴い、当時の情報システム部門が独立して出来た会社であります。

このような生い立ちから、当時、主要事業であったソフトウェアの流通事業に向けた

業務支援は創業当時から現在まで行ってきておりました。

しかし、その後、ソフトバンクグループは、ADSL事業の立ち上げ、固定通信事業や移
動体通信の買収などにより、その軸足は通信事業にシフトしました。通信キャリアとし
ての情報システム基盤は、最先端、且つ、高度な情報技術を必要とし、また、その規模
は従来の当社エンジニアリソースでは到底対応できない大規模なものでした。

私は社長就任依頼、成長戦略として、社員の積極採用と高度な情報技術資格の取得を

継続し、エンジニアリソースの増強を図ってまいりました。これらの施策が奏功し、現
在通信事業への業務支援に参画できてきております。

また、通信事業への業務支援を通じて修得した最先端の情報技術とノウハウを活用
し、ソフトバンクグループ外の顧客企業へのビジネスも伸長させることが出来ました。

従来までは顧客企業のひとつとしての関係性が強かった、ソフトバンクテレコム社や

ヤフー社とビジネスパートナーとして協業し、当社のソリューションを公官庁や一般企
業に向けて展開しており、実績を積み上げることが出来ました。



顧客企業における情報システムの利活用においては、情報基盤を自ら所有することを
やめ、クラウドサービスを利用する形態へとシフトしてきています。私たちは、マイク
ロソフト社との強固なパートナーシップのもと、マイクロソフト社のクラウドサービス
「Office 365」と自社開発サービスを活用した提案活動を積極的に展開しております。

顧客企業の情報システム基盤をクラウドサービス環境に移行していくには、3つのス
テップがあると考えています。

ステップ1となるのが、メールという社内コミュニケーション基盤のクラウド化です。

マイクロソフト「Office365」と自社のアクセス制御ソリューションを積極展開した結
果、累計獲得ユーザー数は20万ID、100社となり、マイクロソフト社のソリューション
パートナーとして国内No.1の実績を残すことができました。現状、マイクロソフト社と
は強い信頼関係を構築できており、今後も協同提案等を推し進めてまいります。

また、ステップ１を終えたお客様からは、社内電子掲示板や電子稟議等のクラウド化
等のご相談を多く頂いております。当社が2年前から進めてきた自社ポータルサイト等の
SharePoint移行の経験が活きてきております。これがステップ2となります。

そして、これからの展望として、企業の情報システム基盤のクラウド化が更に進む一
方で、会計システムや顧客情報を持つシステム等、どうしても社内に置かざるを得ない
システムが残存する状況が多くなると考えています。当社では「System Center」という
オンプレミスとクラウドのハイブリッド環境の運用・監視ツールを社内に導入してお
り、先行してノウハウを蓄積することで、ステップ１,2を終えたお客様にアプローチを進
めてまいります。
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現状、当社の成長を支える事業基盤として、ソフトバンクグループ企業向けビジネス
やマイクロソフトソリューションビジネスを積極的に展開している一方で、中長期的な
事業成長をより確実なものとするために、新たな事業基盤としてビッグデータソリュー
ションの開発を進めております。

私たちソフトバンク・テクノロジーが考えるビックデータソリューションは、ビッグ
データを持つ企業だけではなく、データを持たない企業も含めて、広く顧客企業が、
ビッグデータの恩恵を享受できる、というものです。

ビッグデータを利活用するためには、①データの蓄積、②データの分析、③データの
活用という技術要素が必要不可欠になると考えております。

従来から当社のソリューション事業で携わってきたネットワーク、ストレージ技術は
「①データの蓄積」技術であり、イービジネスサービス事業で培ったウェブアクセス解
析技術は「②データの分析」技術です。幸い、いずれの技術領域においても国内No.1の
実績を持っており、また長きにわたって事業推進したことによるノウハウが蓄積できて
います。

これらに加えて、今年４月モードツー社と業務・資本提携を行い「③データの活用」
機能を手に入れることができました。当社はビッグデータソリューションに不可欠な技
術要素を組み合わせたワンストップソリューションを開発し、顧客企業に付加価値の高
いサービスをお届けしてまいります。
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従来、当社の主力事業としていたシマンテックストアビジネスにおいては、委託元
であるシマンテック社において、マーケティング戦略の変更がなされました。

上記に伴い、当社に対しては付加価値の高いEC-BPOサービスの提供から、コストパ
フォーマンスの高いEC-BPOサービスの提供へと顧客ニーズが変化し、大幅なコストダ
ウン要請がありました。

当社では、オペレーションの更なる効率化で収益性確保を進める一方で、長年にわ
たるシマンテックストア運営によって培ったEC-BPOのノウハウを活用し、新規顧客の
獲得と、それによる収益基盤のテコ入れを図ってまいります。
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当社は、収益拡大をより強固なものとするため、事業活動の更なる効率化を徹底す
ることで収益性を高めていきます。
具体的な施策については、下記のとおりです。

①グループ経営効率の改善

子会社に向けて、人事、経理、法務、総務などの経営管理業務をシェアード
サービスとして提供することでグループ経営効率を改善します。

②システム導入によるオペレーションコストの削減

システム投資により、業務の自動化を推進し、オペレーションコストを削減し
ます。

③エンジニアリソースの可視化と内部・外部コストの適正化

経営管理ツールを利用してエンジニアリソースの可視化を行い、内部・外部コ
スト比率の適正化を図ります。

また、可視化を起点にして外部原価の適正化を推し進め、収益力強化を図って
まいります。
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第27期の業績予想は下記のとおりです。

売上高： 400億円
営業利益： 17億円
経常利益： 17億円
当期純利益： 10億円

当社は、a～e の５つの対処すべき課題への対応を推進することで、第27期の業績
目標を必ずや達成してまいりたいと考えております。
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株主の皆様への利益還元についても、当社の重要な経営課題として認識していま
す。

当社は大きな成長を遂げることを経営方針として掲げており、株主の皆様には、下
記のとおり利益を還元させていただく方針です。

①中長期的な企業価値、株式価値の向上

②安定的な配当
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情報革命で人々を幸せに
～技術の力で、未来をつくる～

当社はこの経営理念実現のために、グループ社員一丸となって
事業活動に邁進します。

引き続き、どうぞよろしくお願い致します。
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